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２２ 

【
高
専
協
議
会
】
効
率
化
係
数
の
削
減
に
向
け
た
調
査

２２ 

【
技
術
職
員
部
】
組
織
・
昇
格
・
資
格
手
当
支
給
調
査

２２ 

【
病
院
協
議
会
】
厚
労
省
要
請
（
羽
生
田
俊
厚
生
労
働
副

大
臣
）、
い
の
ち
ま
も
る
医
療 

総
行
動
（
10
月
20
日
）

３３ 

論
壇
「
大
学
に
お
け
る
考
古
学
教
育
の
現
状
と
課
題

        

～
佐
賀
大
学
を
例
と
し
て
～
」

     

佐
賀
大
学
芸
術
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授 

重
藤
輝
行

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ 

５１ 

『
育
児
休
業
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
』

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 

・
和
歌
山
大
学
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
境
と
組
合
員

交
流
の
大
切
さ
」

 

・
神
戸
大
学
「
有
難
う 

ゴ
メ
ス
」

 

・
津
山
工
業
高
専
「
津
山
工
業
高
専
の
近
況
」

　
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
法
」

に
対
し
て
全
大
教
中
央
執
行

委
員
会
は
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
運

用
益
を
活
用
し
た
大
学
支
援

は
歓
迎
す
る
が
、
少
数
の
大
学

に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
地
方

大
学
も
含
め
大
学
全
体
の
研

究
力
向
上
に
活
用
す
べ
き
こ
と

や
、
研
究
力
衰
退
を
招
く
大
学

自
治
否
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

を
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
条

件
に
し
な
い
こ
と
な
ど
の
改
善

を
国
会
関
係
議
員
に
働
き
か

け
、
地
方
大
学
へ
の
配
慮
や
大

学
自
治
の
尊
重
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
附
帯
決
議
の
充
実
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　

政
府
・
文
科
省
は
、
今
回
の

パ
ブ
コ
メ
等
の
提
出
を
受
け
て

11
月
15
日
に
省
令
を
施
行
し
、

数
カ
月
の
公
募
・
申
請
期
間
を

置
い
て
選
考
を
行
い
、
２
０
２

３
年
度
中
に
対
象
大
学
の
選

定
を
経
て
２
０
２
４
年
度
か
ら

　
「
国
際
卓
越
研
究

大
学
法
」
で
は
、
大

学
設
置
者
の
役
割
と

大
学
本
体
の
役
割
の

区
別
が
不
明
確（
矛
盾
）で
あ
り
、

省
令
で
は
大
学
内
部
で
の
教
育

研
究
と
管
理
運
営
の
業
務
掌
理

の
役
割
分
担
を
認
定
判
断
基
準

と
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
。

支
援
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
日
程
を
見
据
え
て
東
京
工

業
大
学
と
東
京
医
科
歯
科
大

学
の
統
合
計
画
が
進
む
な
ど
、

今
後
有
力
候
補
と
目
さ
れ
る
大

学
で
申
請
に
向
け
た
動
き
が
顕

在
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
学
長
選
任
や
経
営
戦

略
の
決
定
な
ど
強
力
な
権
限
を

持
つ
「
合
議
制
の
機
関
」
の
設

置
等
を
可
能
に
す
る
「
国
立
大

学
法
人
法
」
の
改
正
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
国
立
大
学
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
省
令
」
と
「
基
本

的
な
方
針
」
は
、
全
大
教
中
執

が
各
種
声
明
や
国
会
や
マ
ス
コ

ミ
等
へ
の
訴
え
で
明
ら
か
に
し

て
き
た
「
国
際
卓
越
研
究
大
学

法
」
へ
の
懸
念
を
深
め
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
意
見
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

申
請
大
学
の
上
位

10
％
論
文
数
が
概
ね

千
本
以
上
あ
り
、
か

つ
そ
の
比
率
が
概
ね

10
％
以
上
で
あ
る
実
績
が
資
格

要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
科
学
技
術
振
興
機
構
の

調
査
で
も
上
位
10
％
論
文
数
は

理
工
系
分
野
固
有
の
評
価
基
準

　

国
際
卓
越
研
究
大

学
が
教
育
基
本
法
で

定
め
ら
れ
た
大
学
の

役
割
か
ら
逸
脱
し
な

い
よ
う
に
「
意
義
」
の
部
分

に
「
学
術
の
中
心
と
し
て
、
高

い
教
養
と
専
門
的
能
力
を
培
う

と
と
も
に
、
深
く
真
理
を
探
究

し
て
新
た
な
知
見
を
創
造
す
る

活
動
を
基
盤
と
し
、
そ
の
た
め

の
体
制
を
維
持
発
展
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

申
請
大
学
は
短
期

間
で
数
百
億
円
規
模

の
支
援
を
受
け
た
最

長
25
年
の
事
業
計
画

作
成
が
求
め
ら
れ
る
が
、
申
請

大
学
の
「
変
革
へ
の
意
思
」
な
ど

で
あ
り
、
そ
の
数
や
比
率
は
理

工
系
の
領
域
内
で
も
多
様
性
が

顕
著
で
あ
る
。
概
ね
千
本
以
上

と
い
う
基
準
自
体
は
有
効
だ
と

し
て
も
人
文
社
会
科
学
系
の
特

性
を
配
慮
し
た
基
準
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
「
概
ね
10
％
」

と
い
う
基
準
は
削
除
す
べ
き
で

あ
る
。

　

申
請
大
学
の
教
員

一
人
当
た
り
の
上
位

10
％
論
文
数
も
概
ね

０
．
６
以
上
と
い
う

資
格
要
件
も
示
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
大
学
以
外
に
も
申
請
の

可
能
性
を
認
め
る
も
の
と
言
え

る
が
、
理
工
系
に
お
い
て
も
上

位
10
％
論
文
数
の
水
準
の
多
様

性
が
存
在
す
る
中
、
教
員
一
人

当
た
り
の
業
績
を
基
準
と
す
る

こ
と
は
「
生
産
性
」
が
低
い
と

さ
れ
る
研
究
領
域
や
研
究
者
の

選
別
を
招
き
、
長
期
的
な
視
野

で
の
基
礎
研
究
の
衰
退
を
招
き

か
ね
な
い
。
教
員
個
人
レ
ベ
ル

の
評
価
は
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
も
含

め
た
多
元
的
な
評
価
基
準
が
必

要
で
あ
り
、
数
値
自
体
も
弾
力

的
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

申
請
大
学
の
共

同
研
究
等
に
よ
る
民

間
資
金
額
が
５
年

平
均
10
億
円
以
上

か
、
ま
た
は
教
員
一
人
当
た
り

概
ね
１
０
０
万
円
以
上
が
資
格

要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
国
際
卓

越
研
究
大
学
の
事
業
成
長
力
の

評
価
基
準
と
し
て
民
間
資
金
規

模
の
評
価
は
必
要
だ
と
し
て

も
、
研
究
者
個
人
レ
ベ
ル
の
獲

得
民
間
資
金
も
評
価
基
準
と
す

る
こ
と
は
「
稼
げ
る
」
研
究
者

と
「
稼
げ
な
い
」
研
究
者
の
選

別
を
招
き
、
と
り
わ
け
人
文
社

会
科
学
系
の
軽
視
に
つ
な
が
り

か
ね
ず
、
一
人
当
た
り
の
獲
得

資
金
額
の
基
準
と
す
べ
き
で
は

な
い
。

　

申
請
大
学
の
収
入

中
、
附
属
病
院
収
入

や
授
業
料
・
入
学
金
、

基
盤
的
経
費
を
除
い

た
残
額
比
率
が
、
５
年
平
均
20

％
以
上
が
資
格
要
件
と
さ
れ
て

い
る
。
事
業
成
長
３
％
の
達
成

力
を
評
価
す
る
上
で
必
要
だ
と

し
て
も
、
各
大
学
の
実
態
等
に

合
わ
な
い
数
値
目
標
が
無
理
な

増
収
策
を
招
か
な
い
よ
う
弾
力

的
な
設
定
を
可
能
と
す
べ
き
で

あ
る
。

を
主
観
的
な
側
面
を
過
度
に
評

価
す
る
こ
と
で
拙
速
で
無
理
な

事
業
計
画
作
成
を
招
き
か
ね
な

い
。
事
業
計
画
の
実
現
可
能
性

を
客
観
的
に
評
価
す
る
原
則
を

明
確
に
し
、
申
請
期
間
と
審
査

期
間
を
弾
力
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

先
端
的
・
学
際
的

な
領
域
へ
の
対
応
と

し
て
「
若
手
研
究

者
・
女
性
研
究
者
・

外
国
人
研
究
者
の
登
用
・
活

躍
」
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、

多
く
が
有
期
労
働
契
約
下
に
置

か
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

省
令
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
適
切

な
処
遇
の
確
保
」
を
基
本
方
針

に
も
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
際
卓
越
研
究
大

学
に
求
め
ら
れ
る

「
法
人
の
代
表
者
」

「
事
業
財
務
担
当
役

員
」
「
教
学
担
当
役
員
」
の
分

担
明
確
化
は
、
認
定
基
準
が
大

学
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
反
し

て
お
り
、
法
人
で
の
教
学
担
当

役
員
は
大
学
で
の
学
長
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

合
議
制
の
機
関
の

構
成
員
の
選
考
に
関

し
て
は
、
学
内
の
教

職
員
の
意
向
が
十
分

に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
記

す
べ
き
で
あ
る
。

  

「
省
令
」
と
「
基
本
的
な
方

針
」
の
問
題
点
は
上
記
に
尽
き

る
も
の
で
は
な
く
、
採
用
大
学

の
事
業
成
長
３
％
や
支
援
規
模

に
相
当
す
る
独
自
基
金
の
造
成

の
実
現
可
能
性
な
ど
数
多
く
の

問
題
点
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
大
学
フ
ァ
ン
ド
自
身

が
支
援
に
必
要
な
収
益
を
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
の
か
も
懸
念
事

項
で
す
。
が
、
ち
な
み
に
２
０

２
１
年
度
の
大
学
フ
ァ
ン
ド
の

運
用
実
績（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
９
月
公
表
）

で
は
約
５
兆
円
の
運
用
資
産
に

対
し
て
約
55
億
円
の
資
金
運
用

損
失
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
最

後
に
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

（
中
央
執
行
委
員
長  

鳥
畑 

与
一
）


